
　2020年度のインド経済は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により企業活動と個人消費が
大きく落ち込み、実質GDP成長率がマイナス7.3％と、41年ぶりのマイナス成長となった。
2020年の貿易は、国内外の需要が落ち込んだことにより輸出入ともに減少したが、医薬品・精
製化学品と鉄・鉄鋼のみ輸出が伸びた。投資は対外直接投資が低調だった一方、対内直接投資
は通信・インフラ関連を中心に好調で、過去最高を記録した。対日貿易は輸出入ともに縮小し、
日本からの対内直接投資も大幅に減少した。

■新型コロナ禍の打撃を受け41年ぶりにマイナス成長
　2020年度（2020年 4 月～2021年 3 月）は、実質GDP成長率が前年度比マイナス7.3%と、1979年度





■中国が輸出相手国2位に浮上し対中貿易赤字は縮小
　2020年の輸出を国別にみると、米国（構成比17.8%、前年比8.9%減）は前年に引き続き最大だった。



■対内直接投資は過去最高に
　商工省産業・国内取引促進局

（DPIIT）が発表した2020年のインド





メーカーであるエスコーツへの出資（160億円）を、ソニーが 6月、研究開発拠点としてのR&Dセン

ター設立をそれぞれ発表した。また、富士フイルムが 6月、抗インフルエンザウイルス薬の開発・製

造・販売に関するライセンス契約を地場製薬企業ドクター・レディーズと締結したほか、三井物産が


